
■中国：中国初のUHV交流モデルプロジェクト操業開始 
国家電網公司は2009年 1月 16日、独自に開発、設計、建設した 1,000kV 交流送変電モデルプロ

ジェクトが 1 月 6 日に正式に運開したと発表した。このプロジェクトは、2006 年末に着工され、

山西省の晋東南変電所から河南省の南陽開閉所を経由して湖北省の荊門変電所までを亘長 640km
の送電線で結び、華北電網と華中電網を連系するもので、2 ヶ所ある変電所の変電容量はそれぞれ

300万kVAである。これにより、山西省にある石炭火力発電所と湖北省にある水力発電所が合理的

に運用できると期待されている。 
 


